
二
○
○
○
年
一
月
、
首
相
の
私
的
懇
談
会
「
「
＋
｜
世
紀

日
本
の
構
想
日
本
の
フ
ロ
テ
ィ
ア
は
日
本
の
中
に
あ
る
」

が
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
小
渕
恵
三
首
相
の
委
嘱

に
よ
る
も
の
で
、
「
英
語
第
二
公
用
語
」
の
提
言
を
始
め
、
そ

の
後
の
英
語
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
年
、
文
部
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
「
英
語
指
導
方
法
等
改

善
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
発
足
し
、
小
学
校
へ
の
英

語
導
入
、
二
○
○
二
年
七
月
『
英
語
が
使
え
る
日
本
人
』
の

育
成
の
た
め
の
戦
略
構
想
」
、
二
○
○
三
年
三
月
の
「
「
英
語

が
使
え
る
日
本
人
』
の
育
成
の
た
め
の
行
動
計
画
」
へ
と
繋

が
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
二
十
一
世
紀
日
本
の
構
想
日

本
の
フ
ロ
テ
ィ
ア
は
日
本
の
中
に
あ
る
」
を
再
検
討
し
て
お

き
た
い
。
先
ず
最
も
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

気
に
な
る
言
葉
⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー佐
々
木
隆

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
グ
ロ
１
バ
ル
・
リ
テ
ラ

シ
ー
」
（
国
際
対
話
能
力
ご
で
あ
る
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ

ラ
シ
ー
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
定
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
・
・
そ
の
た
め
に
は
情
報
を
瞬
時
に
自
在
に
入
手
し
、

理
解
し
、
意
思
を
明
確
に
表
明
で
き
る
世
界
へ
ア
ク
セ

ス
す
る
能
力
」
「
世
界
と
対
話
で
き
る
能
力
」
を
備
え
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
が
そ
う
し
た
能
力
、
つ

ま
り
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
（
国
際
対
話
能

力
）
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
彼
ま
た
は
彼

女
が
二
十
一
世
紀
の
世
界
を
よ
り
よ
く
生
き
る
か
ど
う
か

二
十
一
世
紀
の
世
界
の
主
な
潮
流
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
国
際
対
話
能

力
ご
「
情
報
技
術
革
命
」
「
科
学
技
術
の
進
化
」
「
少

子
高
齢
化
」
で
あ
る
。
Ｓ

四



「
国
際
対
話
能
力
」
に
つ
い
て
は
「
第
六
章
世
界
に
生
き

る
日
本
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
情
報
」
の
理
解
と
「
国
際

対
話
能
力
」
を
身
に
付
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。

情
報
技
術
革
命
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
て
波

乗
り
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
１
ネ
ッ
ト

と
英
語
を
共
通
語
と
し
て
日
本
国
内
に
普
及
す
る
以
外

に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
四

こ
の
能
力
の
基
本
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
い
っ
た
情
報
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
こ
と
と
、

国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
を
使
い
こ
な
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
（
三
一
）

を
決
め
る
だ
ろ
う
。
（
一
一
）

現
在
、
日
本
の
教
育
が
進
も
う
と
し
て
い
る
英
語
教
育
の
根

底
が
こ
こ
に
見
え
る
。
「
英
語
第
二
公
用
語
」
の
提
言
は
、
ま

ず
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
二
○
○
二
年
度
よ
り
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
設
け
ら
れ
て
、
公
立
の
小
学
校
で

も
英
語
を
教
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
宝
）
、
「
小
学
校
で
の

英
語
教
育
Ｒ
義
務
教
育
の
小
学
校
へ
の
英
語
導
入
へ
と
姿
を

変
え
、
「
国
際
対
話
能
力
」
は
『
英
語
の
使
え
る
日
本
人
」

の
育
成
の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
姿
を
変
え
て
、
新
し
く
登

場
し
た
の
で
あ
る
。
「
国
際
」
Ⅱ
「
英
語
」
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
の
が
日
本
の
現
状
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
前
述

の
通
り
で
あ
る
が
、
『
州
国
謡
の
使
え
る
日
本
人
』
の
育
成

の
た
め
の
行
動
計
画
」
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
も
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
英
語
に
求
め
る
も
の
は
、
対
話
能

力
Ⅱ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
Ⅱ
英
会
話
と
い
っ
た
図
式

は
、
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
二
ミ
ニ
ー
ー

シ
ョ
ン
に
は
内
容
が
伴
わ
な
け
れ
ば
「
実
践
的
な
コ
ミ
ニ
ー

五



「
異
文
化
理
解
」
を
考
え
る
上
で
、
「
国
際
理
解
」
と
い
う

大
き
な
枠
組
み
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
考
え
ら
れ
る
場
合

と
、
英
語
科
の
教
員
免
許
状
を
取
得
す
る
の
に
必
要
な
「
教

科
に
関
す
る
科
目
」
の
場
合
と
は
求
め
ら
れ
る
も
の
が
違
う

こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
英
語
教
員
養
成
に
お
け

る
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
四
区

分
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
と
、
区
分
「
異
文
化
理
解
」
を

他
の
三
区
分
、
「
英
語
学
」
「
英
米
文
学
」
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
と
ど
う
関
連
付
け
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
な
ら
な
い
。
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
か
が
重

要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
調
科
は
っ
き
り
し
な
い
た
め

に
、
英
語
教
育
の
目
指
す
も
の
が
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
の
だ
。
「
国
際
理
解
」
と
い
っ
た
暖
昧
な
言
葉

が
、
は
っ
き
り
と
し
た
定
義
付
け
の
な
い
ま
ま
ひ
と
り
歩
き

し
た
結
果
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
す
べ
て
の
も
の
は
怪
し
く
な

し
た
結
果
、
こ
れ
に
つ
た

っ
て
い
る
。
（
棒
線
筆
者
）

し
か
し
、
こ
の
原
点
は
一
一
○
○
○
年
一
月
の
二
十
一
世
紀

日
本
の
構
想
日
本
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
日
本
の
中
に
あ

る
」
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

’
一
○
○
五
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
｜
月
に
英
語
・
英
米
文

う
か
。
確
か
に
こ
こ
数
年
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
れ
六

ば
、
海
外
研
修
や
実
地
研
修
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

実
施
し
た
か
に
よ
っ
て
内
容
に
大
き
な
差
が
出
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

最
近
、
日
本
で
は
大
き
な
一
つ
の
英
語
教
育
政
策
が
進
行

中
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
が
二
○
○
三
年
に
策
定
し
た
『
英
語
が
使

え
る
日
本
人
』
の
育
成
の
た
め
の
戦
略
構
想
」
と
、
現
在
、

正
規
の
教
科
と
し
て
導
入
す
る
た
め
に
環
境
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
小
学
校
で
の
英
語
教
育
で
あ
る
。
（
』
〈
）



学
専
門
学
術
雑
誌
「
英
語
青
年
』
で
も
、
「
特
集
：
大
学
の
英

語
教
育
」
が
組
ま
れ
、
五
月
の
「
英
語
教
育
』
で
は
「
特
集
：

い
ま
英
語
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
巴
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
「
英
語
が
使
え
る
日
本
人
』
の
育
成
の
た
め
の
行
動
計

画
」
の
影
響
を
受
け
、
英
語
の
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
部
分
が
ど
う
し
て
も
強
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
異
文
化
を
理
解
し
な
い
、
言
語
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
な
ど
あ
り

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
真
の
意
味
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ

シ
ー
」
（
国
際
対
話
能
力
）
の
獲
得
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

単
に
会
話
能
力
に
の
み
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
あ
る
。

今
、
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
本
当
に
「
グ
ロ

ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
英
語
で
も
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
な
く
、
ま
ず
は
日
本
人
は
日
本

語
に
よ
る
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
て
初
め
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
段
階
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

注

（
二
「
一
一
十
一
世
紀
日
本
の
構
想
日
本
の
フ
ロ
テ
イ
ア
は

日
本
の
中
に
あ
る
」
（
二
十
一
世
紀
日
本
の
構
想
」
懇

談
会
、
三
弓
⑭
（
罫
ヨ
寓
斤
自
国
・
晋
．
】
三
℃
面
】
８
回
目
ご

房
目
屍
○
百
望
○
へ
］
ｍ
・
冨
目
、
一
一
○
○
○
年
一
月
）
、
’
九

頁
。

（
｜
）
同
、
四
頁
。

（
三
）
同
、
四
頁
。

（
四
）
同
、
十
八
頁
。

（
五
）
伊
村
元
道
『
日
本
の
英
語
教
育
三
○
○
年
』
（
大
修
館

書
店
、
｜
》
○
○
三
年
十
月
）
、
’
三
一
一
一
頁
。

（
六
）
山
田
雄
一
郎
「
日
本
の
英
語
教
育
』
（
岩
波
書
店
、
二

○
○
五
年
四
月
）
、
邑
頁
。

ろ
う
か
。
国
語
・
日
本
語
が
あ
っ
て
初
め
て
、
国
際
共
通
語

で
あ
る
英
語
の
習
得
が
成
り
立
つ
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

七



＊
本
稿
は
拙
著
「
今
後
の
教
職
課
程
と
英
語
教
育
』
（
イ
ー
コ

ン
、
二
○
○
七
年
五
月
）
に
掲
載
し
た
｛
第
四
章
「
教

科
に
関
す
る
科
目
』
の
一
考
察
Ｉ
『
異
文
化
理
解
』
を
め

ぐ
っ
て
」
に
大
幅
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。


